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成果の概要／Woltjen Knut 
 
トランスポゾン転移とゲノム編集技術に関する国際会議２０１５ 
（Conference on Transposition and Genome Engineering 2015, TGE2015）が２０１５年１
１月１７日から２０日にかけて奈良公園の中にある奈良春日野国際フォーラム〜甍〜で開催

された。海外から３０名、国内から１１８名、計１４８名の参加者があり、4日間にわたり非
常に活発な議論が繰り広げられた。特に海外からのゲストスピーカーは超一流の研究者ばかり

で、本国際会議の開催に対して貴財団のサポートが重要な役割を果たしたという事をここに感

謝いたします。 
 
１１月１７日 
１７時３０分、大会長の竹田潤二の開会の挨拶に続いて 
Emmanuelle Charpentier教授の基調講演が行なわれた。CRISPR/Cas9システムの有用性を
世界に先立って発見された経緯を詳しく紹介された。 
 
１１月１８日 
９時よりセッションがスタートし、午前中はトランスポゾンシステムについての討論を行なっ

た。Hackett教授が transgenic animalは FDA（Food and Drug Administration, アメリカ
食品医薬局）においてこれまで一つも認められていないと強調されていた事は印象に残ってい

る。ただ、驚いた事に会期中(１１月１９日 )に FDA から最初の transgenic animal (salmon)
の認可がおりたというニュースが飛び込んできた。Hackett教授の発表がもう少し後であった
なら、内容の全く異なったものになったであろう。Copeland 教授は、これまで Sleeping 
Beauty(SB)トランスポゾンシステムのランダム転移を利用してガン遺伝子、ガン抑制遺伝子
のスクリーニングを行なってこられた。本会議ではそれを一歩進めて、ガン１細胞で SBトラ
ンスポゾンの挿入部位を解析する手法を開発されたという報告であった。具体的なデータの提

示はなかったが、将来性のある技術である事が伝わる発表であった。 
 
午後からも引き続きトランスポゾンシステムを用いた発表があった。Nagy教授は、リプログ
ラミングを、PiggyBac トランスポゾンシステムを利用して効率を上げ、これまで報告されて
きた状態とは異なる幹細胞状態がある事を発表された。Jenkins教授は、Sleeping Beauty(SB)
トランスポゾンシステムのランダム転移を利用してガン遺伝子、ガン抑制遺伝子のスクリーニ

ングをOrganotypic colon cancer modelというEx vivoシステムを利用している報告であった。 
 
コーヒーブレイクの後、 
午後３時過ぎより、ゲノムエンジニアリングのセッションがスタートした。Carroll 教授のゲ
ノムエンジニアリングの概説の後、品川名誉教授の CRISPR 発見の１９８７年当時の話があ
った。 濡木、Jinek両教授は CAS9タンパクの結晶解析の話であった。Cas9は crRNAが結
合した後、ターゲット DNA を切断する事ができる。その構造は、crRNA、ターゲット DNA
が結合した時にダイナミックに変化して Nuclease ドメインがターゲット DNAに近接するよ
うになり、二重鎖切断を導入できる事が綺麗に示された。一方、Kim, Joung 両教授は、
CRISPR/Cas9システムをさらに使い易くするために、オフターゲットを測定する新規の手法
とか、異なった PAM配列を認識する Cas9の構築の話をされた。 
 



１１月１９日 
この日も午前９時からセッションがスタートした。 
 真下准教授は、CRISPR/Cas9システムを用いた効率の良い遺伝子改変ラット作製法の報告を
行った。岡野教授は、ヒト iPS細胞あるいは霊長類におけるゲノム編集技術を利用したヒト疾
患モデル構築 の話をされた。 
佐藤博士は光刺激により活性化される Cas9を紹介された。この技術は、将来動物個体で利用
される事により素晴らしい成果が期待される。 
 
午後からも引き続きゲノム編集技術の話があった。 
遊佐博士はCRISPR/Cas9ライブラリ−を構築し、AMLに対して感受性のある遺伝子を同定し、
治療に繫がる可能性について述べた。MIT の Zhang 教授のところの Zetsche は、新しい
CRISPRシステムである Cpf1 を紹介された。このシステムは Cas9のシステムとは PAM 配
列が異なり、DNA切断様式も異なるので今後の発展が大いに期待される。 
 
その後、ポスターセッション（４６演題）を行なった。 
討論時間が１時間半と少し短めだったが、非常に活発な討論が行なわれた。 
 
１１月２０日 
最終日は午前中だけの会議であり、主にヒト iPS細胞を利用したゲノム編集技術の話であった。
ヒトゲノムには多くの SNP があり、その多様性と疾患の関連性の解析は非常に重要な課題で
ある。そこで、ゲノム編集技術を利用し、薬剤選択無しで変異導入する技術が必要になってく

る。Conklin, Skarnes教授はそれらを達成する手法を紹介された。特に Skarnes教授は、両
アレルに一気に変異が導入できると話されていた。 
 
最後に Ekker教授より、TGE会議の存続に関して意見が述べられ、学会組織を構築した方が
良いと意見が述べられ、基本的に賛同された。 
なお、次回の会議 TGE2017は、トロントで開かれる事が了承された。 
 
１２時過ぎに閉会の挨拶があり、散会した。 
 
ここではあまり触れていませんが、ポスターからも、多くの優秀な発表があった事を付け加え

ておきます。 
 
 
 


